
 

UNIT KIRYU株式会社 代表取締役社長 川村  徳佐 様 

１．取り組み・アイデアのテーマ・タイトル 

「MAYU de KIRYU」 

桐生買場紗綾市（実行委員会 齋藤直己代表）との共同プロジェクト 

毎月第一土曜日に我々独自に考えたルートで MAYU を走らせるイベントを開催（2 台） 

桐生のまち・店・人の魅力を再認識してもらうことで、桐生に住んでいる人が自分の街

の魅力を再発見してもらいたい、加えて桐生への来訪者や移住者を増やしたい 

 

２．取り組み・アイデアの内容 

① 桐生のお店（新旧問わず）を知ってもらう機会をつくる⇒魅力的な店があれば桐生に

来たくなる 

② 店主の人柄を知ってもらう。⇒店主と仲良くなった店にはまた行きたくなる 

③ 桐生の街のコンパクトさを再確認できる⇒「歩けるマチ桐生」を体感してもらう 

④ 商店街やエリア、また様々な団体が主催者別に行っているイベントをシームレス（区

切りなし）につなげる⇒様々な関係者が、桐生のまちの魅力向上のために主体的に取

り組む。 

 

３．取り組み・アイデアの内容のアピールポイント 

イ. 桐生独自の SLOW MOBILITY である MAYU を活用することで環境配慮型のイベント

を開催し、年齢層問わず市民参加を促したい 

ロ. 停留所から歩くことで、交流の回数を増やし中心市街地の新しい活性化を図る公共

交通で出かける習慣を根付かせるための仕掛けとしてスタンプラリーなども取り入

れる予定 

ハ. 付随的なイベントとして歩行者天国を本町通りまたは末広通りで開催する（エリア

は固定せず） 

ニ. MAYU には独自のバスガイドを選任し、桐生の街の情報をガイド毎に発信する 

ホ. 独自の停留所を準備することで、視認性を高め、またお店の宣伝にも活用してもら

う（協賛型） 

ヘ. 2024 年 9 月の第一土曜日から実験的にスタートしている。(全て民間資本にて) 

 

４．あなたにとってのゆっくリズムとは 

a) 高齢化著しい桐生市にとって、中心市街地の利便性を高めることは一人暮らしのお

年寄りが増加の一途であることを考えると、喫緊の課題である 

b) 元来桐生がコンパクトな街であることをフルに活用するために、PARK & RIDE を実

現する中心市街地の街づくりが求められる。それを補完する民間駐車場は十分にある

（お店に隣接していないだけ） 

c) おりひめバスと共存する形で MAYU を公共交通手段として活用する（受益者負担） 

d) 何よりお店の顔が見える、コミュニケーションを取る、お互いを認識する（見守る）、

何歳になっても皆が活き活きとする社会を桐生で実現する 



 

実際に開催しているチラシ実物① 

 



 

実際に開催しているチラシ実物② 

 


